
平成 30 年 10 月４日 

企 画 調 整 局 

国家戦略特別区域会議について 
（平成 30 年 8 月 27 日開催） 

■ 国家戦略特別区域会議 

日 時 平成３０年８月２７日（月）１７：００～１７：３０ 

場 所 ベルサール六本木コンファレンスセンターRoom「A」（東京都港区六本木3-2-1） 

出席者 田中 良生 内閣府副大臣 

    梅本 和秀 北九州市副市長、他 特区指定自治体首長 等 

○ 本市の提案内容等 

【特区メニューの活用】 

・北九州高度産業技術実証ワンストップサポートセンターの設置 

（※今後開催される国家戦略特別区域諮問会議を経て事業認定される予定） 

高度な産業技術である自動車の自動運転、小型無人機及び電波利用の実証実験

（以下「実証実験」という。」を促進することにより、これらの技術を活用した製

品あるいはサービスの商品化の早期実現に資するため、「北九州高度産業技術実証

ワンストップサポートセンター」（以下「センター」という。）を設置する。 

本センターは、国家戦略特別区域法第３７条の７の規定に基づき設置するもので、

実証実験を実施しようとする研究主体に対し、国と共同で必要な手続に関する情報

の提供、相談、助言その他の援助を行う。 

【新たな規制緩和の提案】 

・海外大学・大学院卒業留学生の日本語学校卒業後の就職活動継続に関する 

規制緩和 

海外大学・大学院卒の留学生が、日本語学校卒業後も就職活動継続を希望する

場合、日本の大学・大学院・専門学校卒の留学生と同様に、在籍校の推薦状を添

えて入国管理局に申請すれば、在留資格を切替え（留学⇒特定活動）、在留期間の

延長を可能とする。 

○ 田中副大臣コメント（要旨） 

 「北九州市における近未来技術の実証ワンストップセンター設置により、自動走

行、ドローン、電波の高度利用といった幅広い先進技術がワンスットップで相談で

きる仕組みが実現する。また、海外大学等卒の留学生の就職活動に関する規制緩和

についての提案もあった。今後とも、規制改革による地方創生を加速するため、積

極的な改革提案、また、特区メニューのさらなる活用を心からお願いしたい」 

○ 有識者からの意見（要旨） 

 「海外の大学を卒業した後で、日本の日本語学校を卒業した場合には、就職がな

いと卒業後即座に帰らなければいけない。若い勉学意欲にあふれた人たちを日本が

教育し、それを活用するという道を開くという意味で非常に重要だと思う」 
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